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王
國
維

の
境
界
説
と
田
岡
嶺
雲

の
境
界
説

竹

村

則

行

一
九
〇
八
年

(光
緒
三
四
年
、
明
治
四
一
年
)
、

王
國
維
が

『
國
粋
學
報
』
(第
四
七
、
四
九
、
五
十
期
)
上
に
護
表
し
た

『
人
間
詞
話
』

に
お
い
て
標
榜
し
た

「
境
界
」
説
は
、
そ
の
後
、
中
國
、
日
本
、
海
外
を
含
め
て
多
く
の
研
究
者
の
關
心
を
惹
き
、
今
日
ま
で
に
数
多

(
1
)

く

の
論
文

・
研
究
書
が
陸
續
と
護
表
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
資
料
集
に
、
何
志
紹
編

『
人
間
詞
話
研
究
彙
編
』
・
挑
何
夫
編

『
〈
人
間
詞

(
2
)

(3
)

話
》
及
評
論
涯
編
』
が
あ
り
、
ま
た
個
人
の
研
究
書
と
し
て
蒋
英
豪

『
王
國
維
文
學
及
文
學
批
評
』
・
王
宗
樂

『苔
華
詞
與
人
間
詞
話

(
4

)

(5

)

.

述
評
』
・
葉
嘉
篁

『
王
國
維
及
其
交
學
批
評
』
等
が
あ
る
。
い
ま
、
こ
れ
ら
の
文
献
を
参
照
す
る
と
、
王
國
維
の
境
界
説
に
つ
い
て
は
、

主

に
次
の
三
つ
の
研
究
方
向
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
■

『
人
間
詞
話
』
中
に
述
ぺ
ら
れ
た
境
界
説
に
つ
い
て
、
そ
の
使
用

例

の
具
盟
的
解
明
と
共
に
詳
細
な
語
義
分
析
を
試
み
る
も

の
、
あ
る
い
は
、
ニ
境
界
と
い
う
語
の
淵
源
に
つ
い
て
、
.中
國
古
典
や
佛
典

王
國
維
の
境
界
説
と
田
岡
嶺
雲
の
境
界
説

(竹
村
)
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中
國
文
學
論
集

第
十
五
號

な
ど
の
使
用
例
に
さ
か
の
ぼ

っ
て
検
討
し
、
考
謹
し
よ
う
と
す
る
も
の
、
そ
し
て
、
⇔
王
國
維
の
境
界
説
を
嚴
羽
の
興
趣
説
や
王
士
覆

の
聯
韻
説
と
比
較
し
、
文
學
批
評
史
の
観
黙
か
ら
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
、
の
三
つ
の
方
向
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、

こ
れ
は
あ
く
ま
で

要
素
別
の
分
類
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
文
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
三
者
に
共
に
言
及
し
、
あ
る
い
は
二
者
に
わ
た

っ
て
探
究
す
る
も

の
が
多
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

そ
の
中
で
、
王
國
維
が
主
張
し
た
境
界
説
の
直
接
の
淵
源
に
つ
い
て
、
私
は
、
王
國
維
が
師
事
し
た
日
本
人
教
師
田
岡
嶺
雲
の
文
集

(
6
)

中

に
、
や
は
り

「
境
界
」
の
語
が
頻
見
す
る
の
を
知

っ
た
。
日
本
、
中
國
の
王
國
維
研
究
論
文
、
と
り
わ
け
人
間
詞
話

研

究

論

の
中

で
、
特
に
田
岡
嶺
雲
と
の
關
係
に
つ
い
て
言
及
し
、
考
察
を
試
み
た
專
論
を
、
私
は
寡
聞
に
し
て
ま
だ
知
ら
な
い
。
當
時
、
爾
者
が
置

か
れ
て
い
た
日
本
語
學
校
の
師
弟

(あ
る
い
は
同
僚
)
と
い
う
立
場
、
そ
し
て
、
共
に
西
欧
哲
學
に
傾
倒
し
た
思
想
傾
向
の
類
似
性
、
更

に
は
日
本
と
中
國
が
當
時
渦
中
に
あ

っ
た
酒
酒
た
る
文
化
交
流
の
背
景
等
の
諸
條
件
を
考
え
る
と
、
或
い
は
王
國
維

は
、
直
接
に
は
こ

の
田
岡
嶺
雲
の
境
界
説
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、

自
分
の
境
界
説
を
構
想
し
て
い

っ
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う

か
。
假
に
、
直
接
の
ヒ
ン
ト
を
得
な
か

っ
た
に
し
て
も
、
田
岡
嶺
雲
の
境
界
説
は
、
王
國
維
の
境
界
説
に
何
ら
か
の
影
響
、
も
し
く
は

示
唆
を
與
え
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
例
え
そ
の
結
果
が
ど
う
で
あ
る
に
せ
よ
、

一
度
は
検
討
し
て
み
る
に
値
す
る
興
味
あ

る
課
題
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
の
田
岡
嶺
雲
の
文
集
中
に
見
え
る
境
界
説
を
紹
介
し
、
王
國
維
の
境
界
説
と
の
關
連
影
響
に
つ
い

て
比
較
検
討
し
た
上
で
、
王
國
維
の
境
界
説
の
直
接
の
淵
源
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
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二

王
國
維
が
、
『人
間
詞
話
』
及
び
其
の
他
の
著
作
に
お
い
て
、
所
謂

「
境
界
」
を
主
張
す
る
箇
所
は
、
次
の
二
十

二
條
で
あ
る
。

。

。

。

。

(
7

)

L

詞
以
境
界
爲
最
上
。
有
境
界
則
自
成
高
格
、
自
有
名
句
。

(人
間
詞
話
第

一
條
)

2

有
造
境
、
有
寓
境
、
此
理
想
與
寓
實
二
派
之
所
由
分
。

(人
間
詞
話
第
二
條
)

a

有
有
我
之
境
、
有
無
我
之
境
。
…
…
有
我
之
境
、
以
我
観
物
、
故
物
皆
著
我
之
色
彩
。
無
我
之
境
、
以
物
観
物
、
故
不
知
何
者

爲
我
、
何
者
爲
物
。

(人
間
詞
話
第
三
條
)

4

無
我
之
境
、
人
惟
於
静
中
得
之
。
有
我
之
境
、
於
由
動
之
静
時
得
之
。

(人
間
詞
話
第
四
條
)

5

境
非
濁
謂
景
物
也
。
喜
怒
哀
樂
、
亦
人
心
中
之

一
境
界
。
故
能
爲
眞
景
物
、
眞
感
情
者
、
謂
之
有
境
界
。
否
則
謂
之
無
境
界
。

(人
間
詞
話
第
六
條
)

α

「
紅
杏
枝
頭
春
意
岡
」
、
著

一

「岡
」
字
、
而
境
界
全
出
。
「雲
破
月
來
花
弄
影
」
、
著

一

「
弄
」
字
、
而
境
界
全
出
　
。

(人
間
詞
話
第
七
條
)

z

境
界
有
大
小
、
不
以
是
而
分
優
劣
。

(
人
間
詞
話
第
八
條
)

&

槍
浪
所
謂
興
趣
、
玩
亭
所
謂
棘
韻
、
猶
不
過
道
其
面
目
、
不
若
鄙
人
拮
出

「境
界
」
二
字
、
爲
探
其
本
也
。

(人
間
詞
話
第
九
條
)

9
。

古
今
之
成
大
事
業
、
大
學
間
者
、
必
経
過
三
種
之
境
界
。

(人
間
詞
話
第
二
六
條
)

王
國
維
の
境
界
説
と
田
岡
嶺
雲
の
境
界
説

(竹
村
)

伽
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中
國
文
學
論
集

第
十
五
號

美
成
解
語
花
之

「
桂
華
流
瓦
」
、
境
界
極
妙
。

(人
間
詞
話
第
三
四
條
)

古
今
詞
人
格
調
之
高
、
無
如
白
石
。
惜
不
於
意
境
上
用
力
、
故
畳
無
言
外
之
味
、
絃
外
之
響
。

(人
間
詞
話
第
四
二
條
)

幼
安
之
佳
庭
、
在
有
性
情
、
有
境
界
。

(人
間
詞
話
第
四
三
條
)

「
明
月
照
積
雪
」
「大
江
流
日
夜
」
「
中
天
懸
明
月
」
「黄
河
落
日
圓
」
、
此
種
境
界
、
可
謂
千
古
肚
観
。(人

間
詞
話
第
五
一
條
)

言
氣
質
、
言
神
韻
、
不
如
言
境
界
。
有
境
界
、
本
也
。
氣
質
、
神
韻
、
末
也
。
有
境
界
而
二
者
随
之
　
。

(人
間
詞
話
棚
稿
第
十
三
條
)

此
借
古
人
之
境
界
爲
我
之
境
界
者
也
。
然
非
自
有
境
界
、
古
人
亦
不
爲
我
用
。

(人
間
詞
話
冊
稿
第
十
四
條
)

稼
軒
賀
新
郎
詞
、
迭
茂
嘉
十
二
弟
、
章
法
絶
妙
、
且
語
語
有
境
界
、
此
能
品
而
幾
於
神
者
。

(人
間
詞
話
刑
稿
第
十
六
條
)

水
雲
櫻
詞
小
令
頗
有
境
界
、
長
調
惟
存
氣
格
。

(人
間
詞
話
捌
稿
第
十
八
條
)

文
文
山
詞
、
風
骨
甚
高
、
亦
有
境
界
。

(人
間
詞
話
捌
稿
第
三
一
條
)

余
以
爲
不
若

「片
帆
煙
際
閃
孤
光
」
尤
有
境
界
也
。

(人
間
詞
話
附
録
第
十
三
條
)

一
切
境
界
、
無
不
爲
詩
人
設
。
世
無
詩
人
、
帥
無
此
種
境
界
。
…
…
境
界
有
二
、
有
詩
人
之
境
界
、
有
常
人
之
境
界
。
詩
人
之

境
界
、
惟
詩
人
能
感
之
而
能
寓
之
。

(人
間
詞
話
附
録
第
十
六
條
)

文
學
之
事
、
其
内
足
以
櫨
己
、
而
外
足
以
感
人
者
、
意
與
境
二
者
而
已
。
上
焉
者
意
與
境
渾
、
其
次
或
以
境
勝
、
或
以
意
勝
。

…
…
原
夫
文
學
之
所
以
有
意
境
者
、
以
其
能
観
也
。
出
於
観
我
者
、
意
鯨
於
境
。
而
出
於
観
物
者
、
境
多
於
意
。
…
…
文
學
之
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工
不
工
、
亦
覗
其
意
境
之
有
無
、
與
其
深
淺
而
已
。
…
…
於
是
始
有
傭
文
學
。
學
者
便
之
、
相
尚
以
辭
、
相
習
以
模
擬
、
途
不

復
知
意
境
之
爲
何
物
、
豊
不
悲
哉
!
…
…
温
章
之
精
鑑
、
所
以
不
如
正
中
者
、
意
境
有
深
淺
也
O
珠
玉
所
以
遜
六

一
、
小
山
所

以
悦
潅
海
者
、
意
境
異
也
。
美
成
晩
出
、
始
以
辭
采
檀
長
、
然
終
不
失
爲
北
宋
人
之
詞
者
、
有
意
境
也
。
南
宋
詞
人
之
有
意
境

者
、
唯

一
稼
軒
、
然
亦
若
不
欲
以
意
境
勝
。
白
石
之
詞
、
氣
膣
雅
健
耳
。
至
於
意
境
、
則
去
北
宋
人
遠
甚
。
…
…
而
納
蘭
侍
衛

以
天
賦
之
才
、
堀
起
於
方
興
之
族
。
其
所
爲
詞
、
悲
涼
頑
艶
、
猫
有
得
於
意
境
之
深
。
…
…
至
乾
嘉
以
降
、
審
乎
髄
格
韻
律
之

聞
者
愈
微
、
而
意
味
之
盗
於
字
句
之
表
者
愈
淺
。
豊
非
拘
泥
文
字
、
而
不
求
諸
意
境
之
失
欺
?
…
…
静
安
之
爲
詞
、
眞
能
以
意

境
勝
。
夫
古
今
人
詞
之
以
意
勝
者
、
莫
若
欧
陽
公
。
以
境
勝
者
、
莫
若
秦
少
游
。
至
意
境
爾
渾
、
則
惟
太
白
、
後
主
、
正
中
激

人
足
以
當
之
。
静
安
之
詞
、
大
抵
意
深
於
欧
、
而
境
次
於
秦
。

至
其
合
作
、

如
甲
稿
溌
難
沙
之
・
「
天
末
同
雲
」
、
蝶

懸

花

之

「昨
夜
夢
中
」
、
乙
稿
蝶
懸
花
之

「百
尺
朱
櫻
」
等
関
、
皆
意
境
爾
忘
、
物
我

一
禮
。
…
…
此
固
君
所
得
於
天
者

猫

深
、
抑
豊

非
致
力
於
意
境
之
敷
也
。
…
…
君
詞
之
所
以
爲
五
代
北
宋
之
詞
者
、
以
其
有
意
境
在
。

(人
間
詞
話
附
録
第
二
二
條
)

22

元
劇
最
佳
之
庭
、
不
在
其
思
想
結
携
、
而
在
其
文
章
、
其
文
章
之
妙
、
亦

一
言
以
蔽
之
、
日
有
意
境
而
已
　
。
何
以
謂
之
有
意

境
、
日
爲
情
則
沁
人
心
脾
、
寓
景
則
在
人
耳
目
、
述
事
則
如
其

口
出
是
也
。

(宋
元
戯
曲
考

十
二

元
劇
之
文
章
)

こ
の
他
、
王
國
維
は
、
『
人
間
詞
話
』
に
お
い
て
、
「氣
象
」
説
や

「
隔
不
隔
」
説
も
同
時
に
主
張
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
は
省

い
た
。

こ
こ
に
あ
げ
た
王
國
維
の
境
界
説
は
、
全
艦
と
し
て
見
た
場
合
、
決
し
て
総
合
的
な
豊
系
を
成
す
も
の
で
は
な
く
、

い
わ
ゆ
る
詞
話

の
通
例
の
燈
裁
に
沼

っ
て
、
「
境
界
」
説
を
判
断
の
最
高
規
準
と
し
て
、
個
別
に
自
由
に
文
藝
批
評
を
下
し
た
も
の
で

あ

る
。
い
ま
、

そ
れ
ら
の
要
鮎
を
簡
軍
に
ま
と
め
て
み
る
と
、
詞
に
は
境
界

(或
い
は
意
境
)
が
あ
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
こ
と
、
境
界
に

は

造

境
、

王
國
維
の
境
界
説
と
田
岡
嶺
雲
の
境
界
説

(竹
村
)

瓢



中
國
文
學
論
集

第
十
五
號

爲

境
、

ま
た
有
我
の
境
、

無
我
の
境
と
が
あ
る
こ
と
、

境
界
は
景
物
の
み
に
あ
ら
ず
、

人
の
感
情
に
も
適
用
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ

と
、
等
の
い
く

つ
か
の
主
張
に
要
約
で
き
る
。

そ
し
て
、
王
國
維
は
、
自
ら
の
主
張
す
る
こ
の

「境
界
」
説
に
つ
い
て
、
第
八
例
や
第
十
四
例
か
ら
も
わ
か
る
通
り
、
嚴
羽
の

「
興

趣

」
説
や
王
士
禮
の

「
神
韻
」
説
よ
り
も
、
更
に
根
本
を
う
が

っ
た
卓
説
で
あ
る
と
意
氣
高
く
自
讃
し
て
い
る
。
後

に
、
王
國
維
は
こ

れ
ら
の
文
學
主
張
を
唱
え
る
こ
と
を

一
切
や
め
、
ひ
た
す
ら
學
問
研
究

へ
と
湛
進
す
る
の
で
あ
る
が
、
『
人
間
詞
話
』
に
お

い

て

「麗

界
」
説
を
標
榜
し
た
三
十
二
歳
の
こ
の
時
は
、
中
國
文
學
批
評
史
上
に
自
ら
新
た
な

一
頁
を
書
き
加
え
る
ほ
ど
の
自
信
に
温
れ
た
文
學

主
張
で
あ

っ
た
こ
と
は
間
違
い
が
な
い
。

た
だ
、
い
わ
ゆ
る
詩

(詞
)
話
の
通
例
ど
お
り
、
王
國
維
は
、
『
人
間
詞
話
』
に
お
い
て
、
境
界
説
の
淵
源
に
つ
い
て
具

膿

的
に
は

何

の
説
明
も
し
て
い
な
い
。
『
人
間
詞
話
』
は
、
そ
の
膿
裁
上
、
自
分
の
考
案
し
た

「
境
界
」
説
な
る
も

の
が
如
何

に
す
ば

ら

し
く
、

且
つ
秀
れ
て
い
る
か
を
、
個
々
の
詞
例
に
あ
た

っ
て
鑑
賞
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
王
國
維
の
境
界
説
に
野
す
る
衿
持

こ
そ
確
認
で
き
る
も

の
の
、
具
燈
的
な
こ
と
は
何
ひ
と
つ
見
え
て
こ
な
い
。

ま
た
、
そ
の
境
界
説
を
嚴
羽
の
興
趣
説
や
王
士
旗

の
神
韻
説
と
比
較
し
、
更
に
は
佛
典
に
淵
源
を
さ
ぐ
ろ
う
と
す
る
今
日
の
研
究
の

方

向
も
、
先
述
の
論
文
集
や
研
究
書
に
明
ら
か
な
如
く
、
そ
れ
な
り
に
究
明
さ
れ
た
鮎
は
十
分
に
あ
る
に
せ
よ
、
や
は
り
最
終
的
に
は

な
お
隔
靴
掻
痒

の
感
を
免
れ
な
い
憾
み
が
残
る
。
こ
れ
ら
の
は
が
ゆ
さ
は
、
例
え
ば
嚴
羽
や
王
士
磧
が
そ
う
で
あ
る
よ

う

に
、
「零
羊

桂
角
」
、
も
と
も
と
足
跡
を
晦
ま
す
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
に
し
て
も
、

一
研
究
者
と
し
て
は
、

一
膿

「境
界
」

と
は
何
な
の
か
、

た
だ

も
ど
か
し
さ
が
残
る
ば
か
り
で
あ
る
。
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三

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
自
信
に
あ
ふ
れ
た
王
國
維
の
境
界
説
は
、
如
上
の

『人
間
詞
話
』
に
聲
高
ら
か
に
唱
導
し
た
後
、

一
九

一
二
年

に
書
か
れ
た

『
宋
元
戯
曲
考
』
に
僅
か
の
余
韻
を
残
し
つ
つ
、
そ
の
後
は
ば

っ
た
り
途
絶
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
實

は
王
國
維
の
關
心

事
が
哲
學
や
文
學
、
更
に
は
詩
詞
か
ら
離
れ
て
、
學
問
研
究

へ
と
推
移
し
て
い
っ
た
こ
と
と
深
い
關
係
が
あ
る
。
こ
の
項
で
は
、
そ
の

韓
換
期
に
あ
た
る

一
九
〇
八
年
、
三
十
二
歳
、
『
人
間
詞
話
』

を
畿
表
し
た
前
後
の
王
國
維
の
周
邊
事
情
、

及
び
そ

の
内
面
の
情
況
に

つ
い
て
少
し
く
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

籍

夫
編

『《
人
間
詞
話
》
及
評
漣

響

は
・
『
人
間
詞
話
』
條
文
及
び
關
係
評
論
文
を
総
合
的
に
ま
と
め
て

い
る
。
そ

れ

に
よ

る
と
、
今
日
見
ら
れ
る
所
謂

『
人
間
詞
話
』
の
條
文
は
、
そ
の
原
載
、
輯
集
の
由
來
に
よ

つ
て
、
次
の
四
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
す
な

わ
ち
、

一二

人
間
詞
話

(本
編
)

六
十
四
則

王
國
維
手
定
本
。
原
載
は

一
九
〇
八
年
、
國
粋
學
報
第
四
十
七
、
四
十
九
、
五
十
期
に
分
載
さ
れ
た
。
最
後

の
第
六
十
四
則
の

末
尾
に

「宣
統
庚
戌

(
一
九

一
〇
)
九
月
、
睨
稿
於
京
師
定
武
城
南
寓
盧
」
と
あ
る
の
は
、

一
九

一
〇

(宣
統
二
)
年
、
王
國
維

が

一
巻
本
に
ま
と
め
た
と
き
の
識
語
で
あ
る
。

人
間
詞
話

(剛
稿
)

四
十
九
則

一
九
二
七
年
、
王
國
維
没
後
の
小
説
月
報
第
十
九
巻
三
號
に
、
門
人
の
趙
萬
里
が

「人
間
詞
話
未
刊
稿
及
其

他
」
と
題
し
で
登

王
國
維
の
境
界
説
と
田
岡
嶺
雲
の
境
界
説

(竹
村
)
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中
國
文
學
論
集

第
十
五
號

載
し
た
も
の
を
も
と
に
す
る
。

三

人
間
詞
話

(附
録
)

二
十
九
則

一
九
三
九
年
、
徐
調
孚
が
開
明
書
店
か
ら
校
注

『人
間
詞
話
』
を
刊
行
し
た
時
に
、
王
國
維
の
詞
に
關
す
る
評
語
を
別
に
輯
録

し
て
、
附
録
と
し
て
合
刊
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
陳
乃
乾
の
輯
集
し
た
も
の
も
あ
り
、
ま
た
注
の
中
に
は
周
振
甫
注

も
含
む
。
こ
の
版
の
紙
型
は
そ
の
後
中
華
書
局
に
移
行
し
、
今
日
の
徐
調
孚
校
注
本

『
人
間
詞
話
』
の
通
行
本
と
な
る
。

四

人
間
詞
話

(拾
遺
)

十
三
則

(8
)

(
9
)

北
京
圖
書
館
善
本
書
室
に
牧
藏
す
る
王
國
維
の
手
稿
本
に
接

つ
た
縢
威
恵
校
注

『
人
間
詞
話
新
注
』
よ
り
、
前
の
三
類
か
ら
漏

れ
た
條
文
を
補
録
し
た
も
の
。

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

一
九
〇
八
年
、
國
粋
學
報
上
に
護
表
し
た

『
人
間
詞
話
』
(本
編
)
、
す
な
わ
ち
王
國
維
手
定
本
が
、
著
者

自
身

の
校
訂
を
経
、
且
つ
公
表
す
る
こ
と
を
意
圖
し
て
手
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
當
時
の
王
國
維
の
思
想
の
あ
り
様
を
知

る
上
で
、
最
も
重
要
な
資
料
と
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
先
に
あ
げ
た
様
に
、
そ
の

『
人
間
詞
話
』

(本
編
)
の
冒
頭

に

お
い

て
、
王
國
維
の
境
界
説
が
連
續
し
て
集
中
的
に
聲
高
ら
か
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

一
九
〇

八
年
前
後
の
王
國

維

の
心
理
情
況
と
境
界
説
と
が
、
甚
だ
密
接
な
關
係
に
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

(10
)

あ
た
か
も
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
、
三
十
歳
前
後
の
王
國
維
の
心
理
情
況
を
自
叙
傳
風
に
綴

っ
た
回
想
記
に
、
「
自
序
」
「自
序
二
」
が

あ

る
。歳

月
不
居
、
時
節
如
流
。
犬
馬
之
歯
、
已
過
三
十
。
志
學
以
來
、
十
有
飴
年
、
膣
素
蔽
弱
、
不
能
鏡
進
於
學
。
進
無
師
友
之
助
、

悩

り



退
有
生
事
之
累
。
故
十
年
所
造
、

途
如
今
日
而
已
。
…
…

未
幾
而
有
甲
午
之
役

(
日
清
職
争
、

一
八
九
四
年
)、

始
知
世
尚
有
所
謂

(新
)
學
者
。
家
貧
不
能
以
賀
供
游
學
、
居
恒
快
快
、
亦
不
能
專
力
。

於
是
　
、
二
十
二
歳
正
月
、
始
至
上
海
、
主
時
務
報
館
任

書
記
校
讐
之
役
。
二
月
而
上
虞
羅
君
振
玉
等
私
立
之
東
文
學
社
成
。
請
於
館
主
注
君
康
年
、
日
以
午
後
三
小
時
往
學
焉
。
注
君
許

之
。
然
館
事
頗
劇
、
無
自
習
之
暇
、
故
半
年
中
之
進
歩
、
不
如
同
學
諸
子
遠
甚
。
夏
六
月
、
又
以
病
足
蹄
里
、
数
月
而
愈
、
愈
而

復
至
濾
、
則
時
務
報
館
已
閉
。
羅
君
乃
使
治
社
之
庶
務
、
而
免
其
學
資
。
是
時
社
中
教
師
爲
日
本
交
學
士
藤
田
豊
八

・
田
岡
佐
代

治
二
君
。

二
君
故
治
哲
學
。

余

一
日
見
田
岡
君
之
文
集
中
、
有
引
汗
徳

(
カ
ン
ト
)
・
叔
本
華

(
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ゥ
ェ
ル
)
之
哲
學

者
、
心
甚
喜
之
.
顧
文
字
暎
隔
、
自
以
爲
終
身
無
讃
二
氏
之
書
之
日
　
。

(自
序
)

こ
の
自
序
文
か
ら
、
十
九
世
紀
末
の
激
動
す
る
中
國
に
あ

っ
て
、
奮
中
國
か
ら
脱
皮
す
べ
く
勃
興
し
つ
つ
あ

っ
た
新
學
の
息
吹
き
を

感
じ
つ
つ
、

時
務
報
館
や
東
文
學
社
で
苦
學
生
と
し
て
働
く
病
弱
で
貧
乏
な

一
青
年
王
國
維
の
姿
が
浮
か
び
あ
が

っ
て
來

る
。

そ

し

て
、
そ
の
青
年
王
國
維
が
カ
ン
ト
や
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ

エ
ル
の
哲
學
を
通
じ
て
心
を
惹
か
れ
た
の
が
、
當
時
日
本
人
教
師
と
し
て
招
聰

さ
れ
て
い
た
田
岡
嶺
雲
佐
代
治
で
あ
る
。
「余

一
日
見
田
岡
君
之
文
集
中
、

有
引
汗
徳
叔
本
華
之
哲
學
者
、

心
甚
喜
之
」
と
い
う
記
述

は
、
王
國
維
が
確
か
に
田
岡
嶺
雲
の
文
集
を
格
別
の
關
心
を
持

っ
て
讃
み
、
こ
と
さ
ら
に
心
惹
か
れ
た
こ
と
を
述
懐
す
る
。
そ
し
て
、

そ

の
田
岡
嶺
雲
の
文
集
に
こ
そ
、
カ
ン
ト

・
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ゥ

エ
ル
哲
學
の
引
用
紹
介
と
共
に
、
本
論
の
眼
目
で
あ
る
田
岡
嶺
雲
の
境

界
説
が
縷
縷
数
十
ヵ
所
に
わ
た

っ
て
開
陳
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

四

鵬

王
國
維
の
境
界
説
と
田
岡
嶺
雲
の
境
界
説

(竹
村
)



中
國
文
學
論
集

第
十
五
號

田
岡
嶺
雲
は
、

一
八
七
〇

(明
治
三
)
年
、
土
佐
高
知
市
に
生
ま
れ
、

一
九

一
二

(明
治
四
五
)
年
、
四
十
二
歳
の
若
さ
で
、
病
弱
の

た
め
に
夫
折
し
た
。
我
が
國
有
数
の
典
型
的
な
明
治
期
文
人
と
し
て
、
も

っ
と
研
究
の
眼
が
向
け
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
情
熱
肌
の
思
想

家
の

一
人
で
あ
る
。

そ
の
彼
は
、
日
本
人
教
習
と
し
て
、
中
國
に
二
度
赴
任
し
て
い
る
。
最
初
は

一
八
九
九

(明
治
三
二
)
年
、
二
十
九

歳
、
上

海

の
東

文
學
社
に
赴
い
た
。
そ
し
て
、
二
度
目
は
そ
の
六
年
後
、

一
九
〇
五

(明
治
三
八
)
年
、

三
十
五
歳
、

蘇
州
の
江
蘇
師
範
學
堂
で
教

鞭

を
と

っ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
學
校
は
、
共
に
羅
振
玉
の
創
設
に
か
か
る
も
の
で
あ
り
、
友
人
の
藤
田
豊
八
を
介
在
し
て
の
招
聰
で
あ

曳
・く

き

で
ん

(
U

)

っ
た
。
田
岡
嶺
雲
の
自
殺
傳

『
敷
奇
傳
』
に
よ
る
と
、
こ
の
二
度

の
中
國
赴
任
は
、
次
の
よ
う
に
回
顧
さ
れ
て
い
る
。

。
上
海
の

一
年
は
予
に
無
意
味
で
は
無
か
つ
た
、
支
那
人
に
日
本
語
を
教

へ
る
其
事
に
は
鯨
り
に
感
興
も
起
ら
な
か
つ
た
が
、
併
し

予
が
思
想
の
上
に
或
攣
動
を
生
じ
た
事
は
、
予
に
と
つ
て
は

一
の
大
事
で
あ

つ
た
。

(六
0
七
頁
)

。
上
海
で
は
教
育
の
事
に
關
係
し
た
か
ら
、
夢
想
し
て
ゐ
た
大
陸
飛
躍
と
い
ふ
や
う
な
方
面
と
は
全
く
没
交
渉
で
あ
つ
た
。

(
六
0
八
頁
)

。
我
等
の
學
校

(注

=
東
文
學
社
)
は
初
め
は
英
租
界
に
在

つ
た
が
、
経
濟

の
都
合
か
ら
後
に
高

昌

廟

と
い
ふ
庭

に
移

つ
た
。
今

の
同
文
書
院
の
在
る
塵
で
、
虹

口
か
ら
は
上
海
城
の
郭
外
を
洛
う
て
約
二
里
近
く
も
あ
る
。

(六

一
〇
頑
)

。
予
が
今
度
聴
せ
ら
れ
た
蘇
州
は
寒
山
寺
の
あ
る
所
謂
姑
蘇
、
恐
ら
く
支
那
の
地
名
中
で
此
ほ
ど
日
本
人
の
耳
に
熟
し
た
者
は
有
る

ま
い
o

(六
七
山ハ
頁
)

。
予
の
聴
せ
ら
れ
た
江
蘇
師
範
學
堂
は
三
元
坊
と
い
ふ
虚
に
あ
る
。
三
人
の
駿
元
を
出
し
た
か
ら
起

つ
た
名
だ
そ
う
だ
、
亦
以
て
此
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地
に
學
問
上
の
英
髭
を
出
だ

す
こ
と
が
窺
は
れ
る
。

・

`

(六
七
七
頁
)

。
二
年
間
の
蘇
州
に
於
け
る
生
活
は
、
前
度
の
上
海
に
於
け
る
放
逸
不
検
束
に
比
し
て
寧
ろ
極
め
て
嚴
粛
で
あ

つ
た
。
官
立
學
校
の

教
習
と
い
ふ
身
分
に
封
し
て
謹
愼
し
た
爲
め
も
あ
つ
た
が
、

一
つ
は
殆
ど
其
津
ま
で
を
も
飲
み
壼
く
し
た
苦
い
経

験

に
反

省
し

て
、
眞
面
目
に
考

へ
眞
面
目
に
行
は
う
と
い
ふ
こ
と
を
、
齢
と
共
に
漸
く
悟
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。

(六
八
○
頁
)

。
學
校
に
は
日
本
の
教
習
が
十
絵
人
居
た
、
予
等
は
學
校
内
に

一
室
を
與

へ
ら
れ
て
其
塵
に
起
臥
し
た
。

(六
八
一
頁
)

こ
の

『数
奇
傳
』
に
見
え
る
記
述
か
ら
、
田
岡
嶺
雲
に
お
け
る
中
國
赴
任
は
、
大
陸
飛
躍
を
夢
想
し
て
出
か
け
た
も
の
で
あ

っ
た
こ

と
、
中
國
人
に
日
本
語
を
教
え
る
こ
と
自
膣
に
は
、
田
岡
自
身
と
し
て
は
さ
し
た
る
感
興
も
起
ら
な
か

っ
た
こ
と
、
等
の
こ
と
が
わ
か

る
。そ

し
て
、
本
論
に
お
い
て
私
が
注
目
す
る
田
岡
嶺
雲
と
王
國
維
の
出
會

い
と
い
う
黙
か
ら
見
れ
ば
、

一
八
九
九
年

の
東
文
學
社
時
代

に
は
、
二
十
三
歳
の
王
國
維
が
二
十
九
歳
の
田
岡
嶺
雲
に
つ
い
て
主
に
英
文
を
習

い
、
そ
し
て
、

一
九
○
五
年
の
江
蘇
師
範
學
堂
時
代

に
は
馬
田
岡
嶺
雲
は
、
そ
こ
で
心
理

・
論
理

・
社
會
學
を
講
ず
る
二
十
九
歳
の
王
國
維
と
、
こ
の
年
の
九
月
と
十
月

の
間
、
共
に
教
習

と
し
て
教
鞭
を
と
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
間
、
二
人
が
お
互
い
に
ど
う
認
識
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
田
岡
嶺
雲
に
も

「鯨
り
に
感
興
も
起
ら
な
か

つ
た
」
の
か
、
具

禮
的
な
記
録
が
無
い
の
で
、
詳
細
は
分
ら
な
い
。

王
國
維
側

の
記
述
は
、

先
に
あ
げ
た

「自
序
」
文
中
に
、
「
余

一
日
見
田
岡
君
之
文

集
中
、
有
引
汗
徳
叔
本
華
之
哲
學
者
、

心
甚
喜
之
」

と
あ
る
の
み
で
あ
る
。

た
だ
、

そ
の
中
で

一
つ
だ
け
は

っ
き

り
し
て
い
る
こ
と

は
、
王
國
維
も
田
岡
嶺
雲
も
、
共
に
羅
振
玉
と
藤
田
豊
八
を
介
し
て
、
こ
の
東
文
學
社
、
あ
る
い
は
江
蘇
師
範
學
堂

に
お
い
て
、
互
い

王
國
維
の
境
界
説
と
田
岡
嶺
雲
の
境
界
説

(竹
村
)
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中
國
文
學
論
集

第
十
五
號

に
面
識
を
持

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

(12
)

(
13
)

さ
て
、
田
岡
嶺
雲
の
境
界
説
は
、
そ
の

「
美
と
善
」
「紳
秘
教
の
接
紳
を
論
ず
」
「
元
良
氏
の
参
輝
日
誌
を
讃
み
て
輝
に
關
す
る
我
所

(14
)

懐
を
述
ぶ
」
等
の
諸
評
論
文
に
情
熱
的
に
標
榜
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
「美
と
善
」
に
お
い
て
、
田
岡
嶺
雲
は
、
「
無
我
の
境
界
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

唯
吾
人
其
我
を
忘
了
し
た
る
と
き
、
物
我
併
せ
忘
れ
て
、
無
差
別
絶
樹
を
感
得
す
。
既
に
是
れ
無
我
の
境
界
な
り
、
無
念
無
想

の

境
界
な
り
、
:
:
:

(
二
二
五
頁
、
傍
黙
は
筆
者
、
以
下
同
じ
)

す
な
わ
ち
、
人
は
我
を
忘
れ
て
無
我
の
境
界
に
あ

つ
て
、
始
め
て
眞
の
美
を
感
得
す
る
と
い
う
論
法
で
あ
る
。
こ
の

「無
我
」
あ
る

い
は

「
境
界
」
と
い
う
語
は
、
「美
と
善
」
に
お
い
て
は
、
さ
ら
に
次
の
様
に
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
。

。
老
子
が
道
を
説
て
、
…
…

惚
号
椀
号
、
其
中
有
象
、
胱
号
惚
号
、
其
中
有
物
、
窃
号
冥
号
、
其
中
有
精
、

と
い
へ
る
、
又
無
我
の
主
観
的
心
理
歌
態
を
感
得
せ
る
の
語

の
み
。

(
一二
.一六
頁
)

。
古
來
の
哲
學
者
、
其
瞑
想
獣
思
の
間
、
忽

然
と
し
て
騨
來
に
接
す
る
が
如
く
、
此
無
我
の
状
態
を
感
得
し
得
、
之
を
其
第

一
義
と

す
ハ

(
二
二
六
頁
)

。
こ
の
、
吾
人
が
美
妙
と
獣
契
す
る
こ
と
に
由
て
、
到
り
得
ら
る
べ
き
無
我
の
境
界

(假
令

一
時
な
る
に
も
せ
よ
)
は
、
既
に
是
れ

人
間
的
地
上
的
に
非
ず
し
て
、
天
上
的
紳
璽
的
也
。

(二
二
六
頁
)

。
美
な
る
者
既
に
如
此
し
、
人
を
し
て
無
我
平
静
の
樂
を
享
け
し
む
、
此
美
感
な
る
者
、
道
徳
と
更
し
て
幾
何
の
償
値
か
あ
る
。

聰



(
二
二
七
頁
)

。
所
謂
我
を
忘
る
ゝ
と
は
形
骸
を
忘
る
ゝ
也
。

(
二
一三
二
頁
)

。
印
度
婆
羅
門
諸
哲
學
派
及
佛
教
に
於
て
、
其
最
究
寛
目
的
と
す
る
解
睨
な
る
も
の
も
、
亦
無
我
の
状
態
に
外
な
ら
ず
、

(
二
三
三
頁
)

。
知
る
べ
し
、
絶
封
の
善
は
無
我
に
あ
る
を
、
無
我
の
徳
た
る
大
な
る
哉
、

(
二
三
三
頁
)

。
是
故
に
無
我
な
る
者
は
能
く
分
別
の
相
を
超
え
、
有
無

の
境
を
絶
し
、
…
…

一
切
圓
満
、
難
照
自
在
の
境
界
也
。
(
一二
二
四
頁
)

。
佛
と
い
ふ
も
是
な
り
、
神
と
い
ふ
も
是
也
、
唯
此
無
我
の
境
界
、
唯

一
絶
封
に
し
て
無
形
無
象
な
る
が
故
に
、
相
樹
の
み
を
知
り

得
べ
き
吾
人
の
思
議
の
及
ぶ
所
に
あ
ら
ず
、

(
二
三
四
頁
)

。
既
に
最
上
善
を
以
て
無
我
に
あ
り
と
す
れ
ば
、
其
最
上
善
に
達
し
得
た
る
の
境
界
は
、
師
ち
吾
人
が
美
感
に
う

た
れ
て
其
中
に
埋

了
せ
ら
れ
た
る
時
の
境
界
な
り
。

(二
一二
四
頁
)

以
上
の
畢
例
か
ら
、
田
岡
嶺
雲
は
、
「無
我
の
境
界
」
で
あ

っ
て
こ
そ
始
め
て
眞

の
美
と
善
を
感
得
す
る
こ
と
が
で
き
る

と

し
て
、

こ
の

「無
我
の
境
界
」
を
絶
封
の
最
高
概
念
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
、
「
神
秘
教
の
接
神
を
論
ず
」
の

一
文
に
お
い
て
も
、
「無
我
」
「境
界
」
の
語
は
、
次
の
様
に
頻
用
さ
れ
る
。

0

。
た
ゞ
此
唯

一
を
念
じ
て
、
不
攣
不
動
の
瞑
想
三
昧
に
入
れ
ば
、
吾
人
は
忽
焉
と
し
妓
我
を
忘
れ
、
妓
宇
宙
を
忘
れ
、
寂
然
と
し
て

無
心
無
念
想
の
境
に
入
ら
む
、

(
二
八
0
頁
)

。
此
境
界
や
蓋
し
識
の
境
界
に
あ
ら
ず
、
空
間
も
時
間
も
因
果
の
法
も
其
律
す
る
所
は
唯
識
の
境
界
の
み
、

(二
八
0
頁
)

王
國
維
の
境
界
説
と
田
岡
嶺
雲
の
境
界
説

(竹
村
)
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か
く
の
ご
と
く

わ
が

わ

か

。

O

。
且
つ
夫
れ
如
此
彼
の
所
謂
神
な
る
も
の
は
吾
主
観

の
無
念
無
想
の
状
態
に
し
て
我
識
を
超
え
た
る
の
境
界
な
る
を
以
て
、
唯
自
ら

悟
得
す
べ
く
し
て
、
言
語
文
字
に
よ
り
て
、
之
を
記
載
傳
習
す
べ
き
も
の
に
非
ず
、

(二
八
二
頁
)

。
此
無
我
の
境
界
は
、
郎
ち
意
志
未
獲
の
状
態
に
し
て
、
シ
ョ
ッ
ペ
ン
ハ
ウ
ァ
ー
氏
が
指
し
て
純
全
な
る
意
志
と
せ

し

所

の
者
な

り
、

(
二
八
三
頁
)

。
や
ゝ
學
術
的
の
光
輝
に
由
て
閲
明
さ
れ
た
る
催
眠
術
に
於
て
も
、

亦
其
注
意
を

一
貼
に
凝
集
す
る
こ
と
に
由
て
、

被
術
者

を

し

て
、
此
無
我
的
の
境
界
に
至
ら
し
む
る
も
の
な
り
、

(
二
八
三
頁
)

更
に
、
こ
れ
を
襲

っ
た

「
元
良
氏
の
参
輝
日
誌
を
讃
み
て
輝
に
關
す
る
我
所
懐
を
述
ぶ
」
の
一
文
に
お
い
て
も
、
次
の

様

に
、
「無

我
」
う「
境
界
」
と
い
う
語
が
ま
す
ま
す
頻
用
さ
れ
る
。

三

千
の
馨

、
八
萬
四
千
の
僚
、
佛
の
説
く
所
、
讐

な
ら
ざ
る
に
非
ず
・
然
れ
ど
も
予
の
見
る
所
を
以
て
す
れ
ば
・
其
の
塞

懸
,

}の
大
本
意
は
無
我
の
二
字
に
蹄
着
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
の
み
。
大
乗
と
い
ひ
小
乗
と
い
ひ
、
自
力
と
い
ひ
他
力
と

い
ひ
、
律
と
い
ひ

教
と
い
ひ
輝
と
い
ひ
、
其
他
幾
十
幾
百
の
宗
派
、
其
の
分
つ
所
は
多
し
と
錐
ど
も
、
何
れ
か
其
無
我
に
達
し
得
ら
る
べ
き
方
法
の

恭
鞍

で
璽

念

念

謙

勲

・
彼
の
所
謂
佛
な
る
も
の
・
此
の
霧

の
蚕

の
み
・
か
忽

総

酬掌

禁

無
蓼

黛

審

窓

寒

、
熾
ら
く
圓
漁

嚴
の
相
を
表
し
て
之
を
佛
と
い
ふ
の
み
・
而
し
て
彼
の
護

や
眼
光
・.糠

如
し
・
偶
起
の
羽

毛
を
徹
七
て
直
ち
に
本
來
の
面
目
を
見
む
と
要
す
、
即
ち
坐
輝
の
方
法
に
よ
り
て
直
下
に
此
無
伽
の
本
躰
た
ら
む
と
す
・
無
卿
は

部
ち
無
念
想
、
無
念
想
即
ち
無
我
、
豊
に
即
心
即
佛
に
非
ら
ざ
ら
む
や
。

(四
二
〇
頁
、
傍
◎
◎
及
び
傍
、
・
は
原
文
の
ま
ま
)

。
吾
人
が
美
術
若
く
は
山
水
の
美
に
所
謂
見
と
れ
た
る
瞬
間
を
考

へ
見
よ
、
我
を
忘
れ
て
な
る
用
語
が
示
す
如
く
、
こ
れ
即
ち
無
我
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無
念
想
の
境
界
と
し
て
慨
惚
と
し
て
吾
人
が
無
何
有
の
境
に
遊
べ
る
の
時
に
は
非
ず
や
.
蓋
し

一
念

一
物
に
凝
注
す
れ
ば
、
杳
然

と
し
て
蝕
我
個
身
な
る
を
忘
る
ゝ
と
共
に
、
略
然
と
し
て
物
、
我
た
る
か
、
我
、
物
た
る
か
、
物
我
渾
然
と
し

て
相
融
け
て
分
つ

可
ら
ず
。
此
忽
然
と
し
て
我
を
忘
れ
た
る
時
、
騨
家
に
所
謂
身
心
脱
落
な
る
も
の
是
れ
か
O

(四
二
二
頁
)

。
然
れ
ど
も
此
の
境
界
や
既
に
こ
れ
時
に
現
は
れ
ず
、
方
に
現
は
れ
ず
、
因
果
法
に
律
せ
ら
れ
ず
、
從
て
吾
人
の
識
に
上
ら
ず
、
故

に
思
議
の
境
界
に
あ
ら
ず
、
言
語
に
求
め
て
得
可
ら
ず
、
理
屈
に
よ

っ
て
辮
ず
可
き
に
あ
ら
ず
、
形
像
に
現
し
て
示
す
可
き
に
あ

ら
ず
。
…
…
之
と
接
し
、
之
と
見
る
、
隻
手
も
此
境
界
な
り
、
無
字
も
此
境
界
な
り
、
…
…
鳴
呼
此
境
界
、
既

に
思
議
の
及
ぶ
所

に
非
ず
、
分
別
の
相
を
絶
し
、
有
無
の
域
を
超
ゆ
。
…
…
面
授
相
承
、
永
く
拮
華
微
笑
の
微
意
を
傳
ふ
、
此
境
界
豊
に
亦
神
秘
の

境
界
に
非
ざ
ら
む
や
。
所
謂
合
理
と
い
ひ
、
依
法
と
い
ふ
、
唯
吾
人
、
識
の
及
ぶ
所
に
於
て
、
之
を
い
ふ
可
き

の
み
、
無
我
の
境

界
、
識
を
絶
す
る
の
所
、
何
ぞ
不
合
理
と
、
合
理
と
、
依
法
と
違
法
と
を
知
ら
む
や
。
此
境
界
は
寧
ろ
人
間
に
非
ず
、
渾
沌
た
る

未
生
以
前
、
或
は
こ
れ
に
似
た
ら
む
乎
。
そ
れ
如
此
輝
定
な
る
者
は
、
意
志
の
強
き
力
に
よ
り
て
、
念
想
を
唯

一
に
約
し
、
以
て

無
意
志

(
シ
ョ
ッ
ペ
ン

ハ
ウ
ァ
ー
氏
の
所
謂
)
の
境
界
に
到
ら
し
む
る
も
の
な
り
。

(四
二
三
頁
)

五

以
上
の
引
用
か
ら
、
田
岡
嶺
雲
の
文
集
中
に
彩
し
く
標
榜
さ
れ
る

「
境
界
」
説
の
あ
ら
ま
し
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
ら
の
箇

所

に
お
い
て
、
田
岡
嶺
雲
は
、
「
無
我
の
境
界
」
こ
そ
、
美
や
善
を
感
得
す
る
最
高
概
念
で
あ
る
と
し
て
、
繰
り
返
し
熱

っ
ぼ

く

吹
賠

す

る
。
む
ろ
ん
、
「
境
界
」
と
い
う
語
は
、
た
と
え
そ
の
語
源
が
何
慮
に
あ
る
に
せ
よ
、
日
本
語
に
お
い
て
も
、
中

國
語
に
お
い
て
も
、

王
國
維
の
境
界
説
と
田
岡
嶺
雲
の
境
界
説

(竹
村
)

姐



中
國
文
學
論
集

第
十
五
號

既

に
か
な
り

一
般
化
し
た
日
常
語
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
王
國
維
が
唱
導
し
た

「境
界
」
説
も
、
そ
の
獲
想
の
多

く

は
中
國
語

に
よ
る
も

の
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
に
こ
う
し
て
、
王
國
維
の
境
界
説
と
田
岡
嶺
雲
の
境
界

説

と
を
相
互
に
つ
き
合
わ
せ
て
検
討
し
て
み
る
と
き
、
そ
の
嚢
想
の
同
質
性
、
類
似
表
現
の
多
さ
は
、
や
は
り
爾
者
が
決
し
て
通
常

一

般

で
な
い
、
特
別
な
影
響
下
に
あ

っ
た
こ
と
を
十
分
に
示
唆
す
る
。

次
に
、
そ
の
個
々
の
事
例
に
つ
い
て
、
爾
者
の
特
に
類
似
す
る
表
現
を
な
ら
び
あ
げ
て
検
討
に
供
す
る
こ
と
に
す
る
。

A
郡
康
節
が
所
謂
不
二
以
レ我
観
フ物
し
て
以
レ物
観
レ物
も
の
な
り
、
反
観
な
る
も
の
な
り
、
所
三
以
之
謂
二反
観
一者
、
不
二
以
ン
我
観
ワ

物
也
、
不
二以
レ我
観
ア物
者
、
以
γ物
観
レ物
之
謂
也
、
既
能
以
レ物
観
ド物
、
又
安
有
γ我
二於
其
間
一哉
、

(田
岡
嶺
雲

「美
と
善
」
二
二
〇
頁
)

。
有
我
之
境
、
以
我
観
物
、
故
物
皆
著
我
之
色
彩
。
無
我
之
境
、
以
物
観
物
、
故
不
知
何
者
爲
我
、
何
者
爲
物
。

(王
國
維

『
人
間
詞
話
』
第
三
條
)

こ
こ
で
は
、
宋

の
郡
康
節
の

『皇
極
経
世
書
』
の

「観
物
篇
」
に
典
擦
を
持

つ

「以
我
観
物
」
「
以
物
観
物
」
の
表

現

が
、
爾
者
共

に
ま

っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。

B
既
に
是
れ
無
我
の
境
界
な
り
、
無
念
無
想
の
境
界
な
り
、

(田
岡
嶺
雲

「美
と
善
」
二
二
王
頁
)

。
こ
の
、
吾
人
が
美
妙
と
獣
契
す
る
こ
と
に
由
て
、
到
り
得
ら
る
べ
き
無
我
の
境
界

(略
)
は
、
既
に
是
れ
人
問
的
地
上
的

に
非
ず

し
て
、
天
上
的
紳
霊
的
也
。

(同
二
二
六
頁
)

。
唯
此
無
我
の
境
界
、
唯

一
絶
封
に
し
て
無
形
無
象
な
る
が
故
に
、
相
樹
の
み
を
知
り
得
べ
き
吾
人
の
思
議
の
及
ぶ
所
に
あ
ら
ず
、

麗



(同
二
三
四
頁
)

。
我
を
忘
れ
て
な
る
用
語
が
示
す
如
く
、
こ
れ
師
ち
無
我
無
念
想

の
境
界
と
し
て
悦
惚
と
し
て
吾
人
が
無
何
有
の
境
に
遊
べ
る
の
時

に
は
非
ず
や
。

(田
岡
嶺
雲

「元
良
氏
の
参
譯
日
誌
を
讃
み
て
鐸
に
關
す
る
我
所
懐
を
述
ぶ
」
四
二
二
頁
)

。
無
我
の
境
界
、
識
を
絶
す
る
の
所
、
何
ぞ
不
合
理
と
、
合
理
と
、
依
法
と
違
法
と
を
知
ら
む
や
。

(同
四
二
三
頁
)

。
有
有
我
之
境
、
有
無
我
之
境
。
…
…
有
我
之
境
、
以
我
観
物
、
…
…
無
我
之
境
、
以
物
観
物
、
…
…

(王
國
維

『人
間
詞
話
』
第
三
條
)

。
無
我
之
境
、
人
惟
於
静
中
得
之
。
有
我
之
境
、
於
由
動
之
静
時
得
之
。

(同
第
四
條
)

こ
こ
で
は
、
「
無
我
の
境
界
」
と
い
う
表
現
が
、
田
岡
嶺
雲
、
王
國
維
共
に
甚
だ
類
似
し
て
い
る
。
た
だ
、
王
國
維

の

『人
間
詞
話
』

に
は
、
「
境
界
」
に
つ
い
て
の
具
膣
的
な
説
明
を
省
く
が
、
先
述
の
如
く
、
共
に
郡
康
節
の

「観
物
篇
」
に

言

う

「以
物
観
物
」
と
い

う
語
を
用
い
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
爾
者
は
や
は
り
深
い
影
響
關
係
下
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

C
唯
美
な
る
者
あ
り
、
唯
観
ず
べ
く
し
て
、
利
害
の
念
を
動
か
す
こ
と
な
し
。
既
に
利
害
の
念
を
動
か
さ
ず
、
故
に
ま
た
吾
人
の
意

志
を
動
か
さ
ず
。
既
に
吾
人
の
意
志
を
動
か
す
こ
と
な
け
れ
ば
、
則
ち
之
に
樹
す
る
に
當
て
、
其
物
と
我
と
の
間
に
寸
毫
の
阻
隔

あ
る
を
毘
え
ざ
る
べ
し
。

・

(田
岡
嶺
雲

「美
と
善
」
二
二
〇
頁
)

。
此
時
此
間
、
此
身
と
天
地
と
の
間
に

一
髪
の
阻
隔
な
く
、

一
躰
と
な
り

一
枚
と
な
り
、
妓

一
身
彌
然
と
し
て
此
宇
宙
に
み
ち
く

て
普
偏
周
備
。
所
謂
眞
如
な
る
も
の
此
無
我
の
心
理
的
状
態
を
い
ふ
に
あ
ら
ざ
る
莫
ら
む
や
、

(同

「元
良
氏
の
参
輝
日
誌
を
續
み
て
…
…
」
四
二
二
頁
)
、

王
國
維
の
境
界
説
と
田
岡
嶺
雲
の
境
界
説

(竹
村
)

蜘
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。
自
石
鳥
景
之
作
、
如

「…
…
」
「
…
:
」

「…
…
」
、
錐
格
韻
高
絶
、
然
如
霧
裏
看
花
、
終
隔

一
層
。
梅
漢
、
夢
窃
諸
家
爲
景
之
病
、

皆
在

一
「
隔
」
字
。

(王
國
維

『
人
間
詞
話
』
第
三
九
條
)

。
問

「隔
」
與

「
不
隔
」
之
別
、
日
、
陶
謝
之
詩
不
隔
、
延
年
則
稽
隔
　
。
東
披
之
詩
不
隔
、
山
谷
則
稻
隔
　
。
「
池
塘
生
春
草
」
、

「室
梁
落
燕
泥
」
等
二
句
、
妙
庭
唯
在
不
隔
。
…
…
如
欧
陽
公
少
年
游
詠
春
草
上
半
関
云
、
「
…
:
」
、
語
語
都
在
目
前
、
便
是
不

隔
。
至
云

「謝
家
池
上
、
江
滝
浦
畔
」
則
隔
　
。
白
石
翠
櫻
吟

「…
…
」
便
是
不
隔
。
至

「酒
祓
清
愁
、
花
泊
英
氣
」
則
隔
丁突
。

然
南
宋
詞
錐
不
隔
盧
、
比
之
前
人
、
自
有
淺
深
厚
薄
之
別
。

(同
第
四
〇
條
)

。

「
生
年
不
浦
百
、
常
懐
千
歳
憂
。
:
一…
」
「服
食
求
神
仙
、
多
爲
藥
所
誤
。
…
…
」
爲
情
如
此
、
方
爲
不
隔
。
「
采
菊
東
籠
下
、
悠

然
見
南
山
。
…
:
」

「
天
似
賓
盧
、
籠
蓋
四
野
。
…
…
」
爲
景
如
此
、
方
爲
不
隔
O

(同
第
四

一
條
)

こ
こ
で
、
田
岡
嶺
雲
は
、
所
謂

「
無
我
の
境
界
」
こ
そ

「
不
隔
」

で
あ
る
と
把
え
て
い
る
。

一
方
、

王
國
維
の
隔
不
隔
説
は
、
『
人

間
詞
話
』
第
三
九
、
四
〇
、
四

一
條
に
連
續
し
て
現
れ
る
が
、
王
國
維
は
そ
こ
に
、
隔
不
隔
の
詩
例
を
例
示
す
る
だ
け
で
、
,原
義
に
つ

い
て
何
の
具
膿
的
説
明
も
な
い
。

し
か
し
、
「
有
我
之
境
」

「無
我
之
境
」

(『人
間
詞
話
』
第
三
條
)
と
の
關
連
で
言
う
な
ら
ば
、

や
は

り
、
田
岡
嶺
雲
と
同
じ
よ
う
に
、
王
國
維
も

「無
我
の
境
界
」
こ
そ
が

「
不
隔
」
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
『
人

間
詞
話
』
第
三
條
と
第
四

一
條
に
、
陶
淵
明
の

「采
菊
東
籠
下
」
詩
を
、
共
に

「無
我
の
境
」
及
び

「不
隔
」
の
詩
例
と
し
て
引
用
し

て
い
る
の
は
、
そ
の
何
よ
り
の
好
例
で
あ
ろ
う
。

王
國
維
の
隔
不
隔
説
の
解
繹
に
つ
い
て
は
、
今
日
種

々
の
議
論
が
あ
る
が
、
こ
う
し
て
、
王
國
維
の
境
界
説
の
直
接
の
淵
源
と
し
て

田
岡
嶺
雲
の
境
界
説
を
考
え
る
と
す
れ
ば
、
逆
に
、
田
岡
嶺
雲
の
文
集
中
に
述
べ
ら
れ
た
隔
不
隔
説
か
ら
、
王
國
維

の
隔
不
隔
説
に
つ

拠



い
て
も
、
か
な
り
の
解
明
の
ヒ
ン
ト
が
與
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

最
後
に
、
王
國
維
の
境
界
説
が
田
岡
嶺
雲
の
境
界
説
に
影
響
を
受
け
、
直
接
の
ヒ
ン
ト
を
得
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
推
察
さ
せ
る
恰
好

の
謹
例
は
、
こ
れ
ら
の

「無
我
の
境
界
」
「隔
不
隔
」
説
の
表
現
の
類
似
に
加
え
、
次
に
あ
げ
る
爾
者
の
自
序
表
現

の
酷
似
で
あ
る
。

(
15

)

す
な
わ
ち
、
田
岡
嶺
雲
の
文
集

『
雲
の
ち
ぎ
れ
』
に
は
、
そ
の
序
文
に
、
彼
自
身
の
こ
と
と
し
て
、

哲
學
者
た
ら
ん
に
は
、
吾
は
情
に
熱
す
る
に
過
ぎ
た
り
。
さ
れ
ど
詩
人
た
ら
ん
に
は
、
吾
は
理
に
冷
か
な
る
に
過
ぎ
た
り
。
詩
人

た
ら
ん
も
得
ず
、
哲
學
者
た
ら
ん
も
得
ず
。

と
あ
り
、
哲
學
者
と
し
て
は
余
り
に
多
情
な
、
し
か
し
詩
人
と
し
て
は
余
り
に
冷
徹
だ
と
自
寛
す
る
田
岡
嶺
雲
が
、
哲
學
者
た
ら
ん
か

詩

人
た
ら
ん
か
、
そ
の
岐
路
に
立

つ
て
大
い
に
煩
悶
す
る
さ
ま
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
極
め
て
類
似
す
る
表
現
が
、

王
國
維
の
自
序
文
に
も
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

郎
ち
、
『
静
安
文
集
續
編
』
に
牧

め
る

「自
序
二
」
に
、

要
之
、
余
之
性
質
、
欲
爲
哲
學
家
、
則
感
情
苦
多
、
而
知
力
苦
寡
。
欲
爲
詩
人
、
則
又
苦
感
情
寡
、
而
理
性
多
。
詩
歌
乎
、
哲
學

乎
、
他
日
以
何
者
絡
、
吾
身
所
不
敢
知
、
抑
在
二
者
之
間
乎
。

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
こ
で
王
國
維
は
、
田
岡
嶺
雲
と
ま

っ
た
く
同
様
に
、
「
哲
學
家
」
「
詩
人
」
の
二
語
を
用
い
、
人
生
の
選

譯
を
二
者
の
間
に
ま
ど
う
青
春
の
悩
み
を
披
渥
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

い
ま
、
雨
者
の
自
序
文
に
見
え
る
こ
れ
ら
の
類
似
表
現
は
、
基
本
的
に
は
、
哲
學
者
た
ら
ん
と
し
て
哲
學
者
た
り
え
ず
、
詩
人
た
ら

ん
と
し
て
詩
人
た
り
え
な
い
爾
者
の
性
格
の
同
質
性
を
物
語

っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
の
爾
者
は
、
た
ま
た
ま
そ

王
國
維
の
境
界
説
と
田
岡
嶺
雲
の
境
界
説

(竹
村
)

園
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の
自
序
表
現
が
類
似
し
た
も
の
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
共
に
東
文
學
社
と
い
う
學
舎
に
あ

っ
て
、
田
岡
嶺

雲

の
學
生
で
あ

っ
た
王
國
維
が
教
師
の
田
岡
嶺
雲
に
寄
せ
た
奪
崇
と
傾
倒
の
念
を
思
う
と
き
、
や
は
り
、
こ
の
自
序
表
現
の
酷
似
も
、

そ

の
境
界
説
と
同
じ
様
に
、
お
そ
ら
く
は
直
接
に
は
、̀
王
國
維
が
田
岡
の
自
序
表
現
を
意
識
裡
に
お
い
て
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
と
考

え
た
方
が
、
よ
り
妥
當
で
あ
る
よ
う
に
私
に
は
思
わ
れ
る
。

蝿

六

以
上
の
考
察
か
ら
、
王
國
維
が

『人
間
詞
話
』
に
お
い
て
聲
高
く
主
張
し
た
境
界
説
の
直
接
の
淵
源
が
、
田
岡
嶺
雲
の
境
界
説
に
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
ほ
ぼ
確
謹
が
得
ら
れ
た
。
む
ろ
ん
、
王
國
維
も
田
岡
嶺
雲
も
、
當
人
は
そ
の
こ
と
に
つ
い
て

一
言
も
言
及
し
て

い
な
い
し
、
「
境
界
」
と
い
う
語
が

一
般
語
で
も
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、

無
理
に
雨
者
を
結
び
付
け
る
の
は
、

牽
強
付
會
の
そ
し

り
を
免
れ
な
い
。

こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
、
二
人
が
そ
れ
ぞ
れ
に
書
き
残
し
た
著
作
、
日
本
語
學
校

の
教
師
と
生
徒
で
あ

っ
た
経
歴
か
ら
の
状
況
的
推
察

で
あ
る
。
そ
し
て
、
更
に
状
況
謹
擦
と
い
う
観
鮎
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
頃
二
十
世
紀
初
頭

の
中
國
は
、
ま
さ
し
く
日
本
を
通
じ
て
、
西

歓
文
明
の
移
入
に
躍
起
に
な

っ
て
い
た
頃
で
あ
る
。
そ
の
詳
細
は
本
論

の
意
圖
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
の
で
省
略
す
る
が
、
そ
の
こ
と

は
例
え
ば
、
王
國
維
の

『静
安
文
集
』
に
も
、
「論
近
年
之
學
術
界
」
「
論
新
學
語
之
輸
入
」
な
ど
の
論
文
に
、
そ
の
風
潮
が
歴
然
と
あ

ら
わ
れ
て
い
る
。
境
界
説
を
唱
導
し
た
田
岡
の
交
集

『
雲
の
ち
ぎ
れ
』
.(
一
九
0
0
年
刊
)
を
、
王
國

維
が

『
人
間
詞
話
』
(
一
九
0
八
年

刊
)
執
筆
以
前
に
見
て
い
た
こ
と
は
、
「自
序
」
の
記
述
か
ら
し
て
も
、
ほ
ぼ
間
違
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。



そ
し
て
、
た
と
え
王
國
維
の
境
界
説
の
直
接
の
淵
源
を
田
岡
嶺
雲
の
境
界
説
に
求
め
た
と
し
て
も
、
そ
れ
自
身
猫
立
し
た
債
値
を
持

ち
、
中
國
文
學
批
評
史
上
に

一
定
の
役
割
を
果
し
た
王
國
維
の
境
界
説
の
評
債
を
お
と
し
め
る
こ
と
は
さ
ら
さ
ら
な

い
。
む
し
ろ
、
田

岡

の
側
か
ら
の
新
た
な
照
射
に
、
王
國
維
の
境
界
説
の
こ
れ
ま
で
不
明
だ

っ
た
部
分
が

一
層
明
確
に
な

っ
て
く
る
利
貼

の
方
が
多

い
く

ら

い
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
王
國
維
は
、

一
九
〇
八
年
、
三
十
二
歳
、
『
人
問
詞
話
』
に
お
い
て
、
こ
の
境
界
説
を
熱

っ
ぽ
く
唱
導
し

た

後
、
ま
も

な
く
、
文
學
、
哲
學
の
研
究
を
す

っ
ぽ
り
と
や
め
る
。

一
九

一
一
年
、
辛
亥
革
命
を
避
け
て
日
本
の
京
都

に
移
住
し

た

こ
と

も
あ

っ

て
、
そ
の
後
は
、
ひ
た
す
ら
學
問
研
究
に
適
進
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
境
界
説
は
、
初
期
の
研
究
書
で
あ
る

「宋
元
戯
曲

考
」
(
一
九
一
二
年
)
に
お
い
て
な
お
影
響
を
淺
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
後
の
著
作
に
お
い
て
は
、
つ
い
に
全
く
よ
み
が
え
る

こ
と
は

な
か

っ
た
。
そ
し
て
、
今
日
我
々
が
王
國
維
を
評
贋
す
る
最
大
の
観
黙
は
、
甲
骨
文
や
金
文
の
解
讃
を
含
む
古
文
字
學
、
敦
煙
文
書
や

木
簡
を
含
む
古
史
學
や
古
地
理
學
な
ど
の
各
方
面
に
残
し
た
、
學
者
と
し
て
の
前
人
未
到
の
偉
大
な
足
跡
で
あ
る
。

い
ま
、
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
王
國
維
は
、
「
境
界
」
説
を
決
し
て
若
氣
の
至
り
と
し
て
早

々
に
棄
て
去

っ
て
し
ま

っ
た

の
で
は

な
く
、
む
し
ろ
、

そ
の
後

の

一
生
の
學
問
研
究
に
お
い
て
、

そ

の
身
み
ず
か
ら
を
挺
し
て
前
人
未
到
の
新
し
い

「
境
界
」

を
切
り
開

き

、
且
つ
學
問
研
究
の

「境
界
」
を
具
現
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

(
一
九
八
六
年
九
月

福
岡
)

註

亘
浪
出
版
社

一
九
七
五
年
。

書
目
文
獄
出
版
社

一
九
八
三
年
。

王
國
維
の
境
界
説
と
田
岡
嶺
雲
の
境
界
説

(竹
村
)

香
港
中
文
大
學
崇
基
學
院

一
九
七
四
年
。

東
大
圖
書
公
司

一
九
七
六
年
。

中
華
書
局
香
港
分
局

一
九
八
〇
年
。

好¶
▲



中
國
文
學
論
集

第
十
五
號

増
田
渉

「
王
國
維

に

つ
い
て
」

(『
中
國
文
學
史
餅

究
』
岩
波
書

店

昭
和

四
二
年
)

に
次

の
よ
う
に
あ
る
。

「
境
界
」

と
い
う
語

は
も

ち
ろ
ん
中
國
古
來

か
ら
あ
る
も

の

だ

が
、

田
岡
嶺
雲

(
『美

と
善
』
な
ど

に
)
が
よ
く

用

い
て

い
る
。
意
味
内
容

は
王

の
方

は
や
や
奥

行
き

の
あ
る
複

雑
な

も

の
に
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
あ

る
い
は

こ
れ
も
嶺

雲

の
文

集

(又

は
談
話
)
が

は
じ

め
影
響

し
て
い
る

の
か
も
知
れ
な

い
。

テ
キ

ス
ト
は
徐
調
孚
注

・
王
幼
安
校
訂
本

『
人
間
詞
話

』

(
人
民

文
學
出
版
社

一
九

八
二
年

『
慧

風
詞
話

・
人

間
詞
話
』

合

訂

本
)

を
用

い
た
。

筆
者
夫
見

。

齊
魯
書
社

一
九

八

一
年

。

『
静
安
文
集
續
編
』
所
牧
。
『
王
観
堂

先
生
全
集
』

(文

華

出

版
公

司

一
九

六
八
年
)
朋
五
。

田
岡
嶺
雲
全
集
第

五
巻

(
西
田
勝
編

法
政
大
學

出
版
局

一
九

六
九
年
)
。
な

お
、

こ
の
全
集

は
全

八
巻

の
由

で
あ

り
、
一
九

六
九

年

に
第

五
巻

、

一
九

七
三
年

に
第

一
巻
、
そ
し
て

一
九

八
七
年

に

第

二
巻

が
刊
行

さ
れ
た
。

一
九
0
0
年
刊

『
雲

の
ち
ぎ
れ
』
所
牧
。

『
田
岡
嶺
雲

全
集

』

第

一
巻

二

一
山ハ
頁
ー

二
一二
山ハ
頁

。

一
八
九

五
年

『
宗
教
』

第
三
九
號

に
獲
表
。

『
田
岡
嶺
雲
全
集
』

第

一
巻
二
七
四
頁
ー

二
八
五
頁
。

一
八
九

五
年

『
六
合
雑
誌
』

第

一
七
七
號

に
獲
表
。
『
田
岡
嶺
雲

全
集
』
第

一
巻

四

一
九

頁
-

四
二
四
頁
。

明
治

三
十
三

(
一
九
0
0
)
年

四
月

、
春
陽
堂

よ
り
議

行
。
そ
の

序
文

に
は
、

本
文

に
引
用

し
た
部
分

に
續

い
て
、

「
明
治

三
十

二

己
亥
歳
重
陽
節
後

一
日
、
上
海

の
客
寓

に
於

て

顯
雲
生
識

」
と

あ

り
、

田
岡
嶺
雲

が
、
前
年
明
治

三
十
二

(
一
八
九
九
)
年
九
月

十

日
、
東
文
學
社

に
日
本
人
教
師

と
し
て
招
聰

さ

れ

て

い

る
時

に
、

こ
の
識

語
を
書

い
た
こ
と
が
わ

か
る
。

こ
の
時

、
東
文
學
社

で
庶
務

を
と
り

つ
つ
、
學
費
免
除

の
待
遇

で
勉
學

を
續

け
て
い
た

王
國

維
は
、

田
岡

佐
代
治
教
師

に

つ
い
て
主

に
英
文

を
習

っ
て
い

る
。

Q941
,


